春ＧＰ　ガラガラモクモク
2013年6月5日(水)　会議議事録

参加者:金子、功刀、望月、久保、宮下(敬称略)　　　　　　　　　　　　　　文責:宮下
問題意識

日本人は、宗教に無関心で宗教的知識も薄い。　要データ/記事
偏見などがあり、グローバル時代にコレは問題！
→教育で様々な宗教について深く理解する必要がある。

→BUT 様々な宗教を深く理解するための教育を受けてこなかった。
→日本の宗教教育について調査してみた。

概要(説明)　前提:信教の自由＆政教分離
・宗教教育の一般的な分類→先行研究で示す。
①宗教的知識教育

②宗教的情操教育

③宗派教育…公立では禁止されている(教育基本法第9条②より)
・国の方針では(1)～(4)を行おうとしている。
　行おうとする背景:憲法や法律を拡大解釈して宗教は行われていなかった！

　→もっと行うべきだ！

　→国が学ばせたい”意義”
(1)宗教の知識・意義の客観的理解

(2)宗教への寛容の態度の育成　　　
(3)宗教的情操の涵養　　　　　　　　　　　　　　　目標も説明
(4)特定の宗教のため。　要検討
→P.Pに関連しているのは(1) 宗教の知識・意義の客観的理解・(2) 宗教への寛容の態度の育成、分類だと①宗教的知識教育
(2) 宗教への寛容の態度の育成の位置づけが気になる…
→(2)について見てみる。
　→(2)の中に(1)が内包されている。要エビデンス

　①様々な宗教を偏りなく学び知識を得ること。＝(1)宗教の知識・意義の客観的理解
 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　②得た知識をもとに、それらの意義について考え、理解すること。
①様々な～・②得た知識をもとに～に関する先行研究を見てみる。要エビデンス
先行研究　intro:先行研究では宗教がうまくいっているというものはなかった！(=私達の感覚と同じ)

●分類─課題を挙げていこう─
①宗教的知識教育、(1)宗教の知識・意義の客観的理解、①様々な宗教について偏りなく学び、知識を得ること　について
1.“切実”に教えると価値判断に踏み込む。(岩田/井垣)
2.  従来の「世界の諸宗教」的アプローチが宗教の時間的変化を無視した　　内容について

　　本質主義的な記述になりがち。(藤原)

3.宗教と基本的人権の尊重などの価値形成とどのように結びついているのか定まっていない⇒目的がしっかりしていない…？(岩田)
　　そこを明らかにするべき

 eq \o\ac(○,4).宗教知識の偏り(藤原)

　・対比構造で宗教を語る

　・価値判断を押し付けがち

班の意見は…
・倫理が選択

・教科書の内容が偏る

・歴史の中で宗教を学ぶけれど、宗教を学んだ実感はない。

5.情操教育のせいで知識教育が疎かになっている(by　　？　　　)

次回までの課題

・分類の先行研究の読み込む。各自
・寛容な態度とは？全員
・得た知識をもとに、それらの意義について考え理解すること。宮下
⇒エビデンス探し

次回の集まる日

6月8日(土)　午後13時～
